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一
四
八

行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報

の
公
開
に
関
す
る
法
律
第
十

六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
手

数
料
の
納
付
を
現
金
で
す
る

こ
と
が
で
き
る
事
務
所
を
指

定
し
た
件
の
一
部
を
改
正
す

る
件

一

五

一
四
九

行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律

第
二
十
六
条
第
一
項
に
規
定

す
る
手
数
料
の
納
付
を
現
金

で
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
務

所
を
指
定
し
た
件
の
一
部
を

改
正
す
る
件

一

五

一
五
〇

職
業
訓
練
実
施
計
画
を
定
め

る
件

一

五

一
五
一

雇
用
開
発
促
進
地
域
及
び
自

発
雇
用
創
造
地
域
に
お
け
る

地
域
雇
用
開
発
の
促
進
に
関

す
る
指
針
の
一
部
を
改
正
す

る
件

一
70

九
六

一
五
二

労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収

等
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に

基
づ
き
雇
用
保
険
率
を
変
更

す
る
件

一
70

九
六

一
五
三

雇
用
保
険
法
附
則
第
五
条
第

一
項
第
一
号
ロ
の
規
定
に
基

づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定

す
る
地
域
を
定
め
る
件

一
70

九
六

一
五
四

雇
用
保
険
法
第
三
十
八
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ

き
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る

時
間
数
を
定
め
る
件

一
70

九
六

一
五
五

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
賃

金
日
額
の
算
定
の
方
法
を
定

め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る

件

一
70

九
六

一
五
六

雇
用
保
険
法
の
規
定
に
基
づ

き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

み
な
し
賃
金
日
額
の
算
定
の

方
法
を
定
め
る
件
の
一
部
を

改
正
す
る
件

一
70

九
六

一
五
七

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
二

十
条
の
二
の
三
第
二
項
第
二

号
及
び
第
三
項
第
二
号
に
規

定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定

め
る
研
修
の
一
部
を
改
正
す

る
件

一
70

九
六

一
五
八

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り

在
宅
就
業
支
援
団
体
を
登
録

し
た
件

一
70

九
六

一
五
九

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り

在
宅
就
業
支
援
団
体
が
住
所

を
変
更
し
た
件

一
70

九
七

一
六
〇

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育

児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労

働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律

第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
指
定
法
人
に
行
わ

せ
る
福
祉
関
係
業
務
の
一
部

を
改
正
す
る
件

一
70

九
七

一
六
一

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育

児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労

働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律

第
三
十
九
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
る
届
出
に
係
る
事
項
の

一
部
を
改
正
す
る
件

一
70

九
七

一
六
二

施
設
等
機
関
に
委
任
し
た
補

助
金
の
交
付
に
関
す
る
事
務

一
70

九
七

一
六
三

介
護
労
働
者
の
雇
用
管
理
の

改
善
等
に
関
す
る
法
律
第
十

八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
雇
用
保
険
法
第
六
十
二

条
の
雇
用
安
定
事
業
及
び
第

六
十
三
条
の
能
力
開
発
事
業

と
し
て
行
う
事
務
を
定
め
る

件

一
70

九
八

一
六
四

国
民
年
金
法
施
行
令
第
十
条

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
保

険
料
を
追
納
す
る
場
合
に
納

付
す
べ
き
額
を
定
め
る
件

一
特10

八
五

一
六
五

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な

帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国

後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る

法
律
施
行
令
第
九
条
第
二
項

に
規
定
す
る
保
険
料
の
額
を

定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す

る
件

一
特10

八
六

一
六
六

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ

く
指
定
旧
法
施
設
支
援
に
要

す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関

す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す

る
件

一
特10

八
六

一
六
七

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ

く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

等
及
び
基
準
該
当
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の

額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
の

一
部
を
改
正
す
る
件

一
特10

八
六

一
六
八

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費

用
、
光
熱
水
費
及
び
居
室
の

提
供
に
要
す
る
費
用
に
係
る

利
用
料
等
に
関
す
る
指
針
の

一
部
を
改
正
す
る
件

一
特10

八
六

一
六
九

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
単
位

数
等
の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
特10

八
六

一
七
〇

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ

く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
第
百

七
十
一
条
並
び
に
第
百
八
十

四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同

令
第
二
十
二
条
及
び
第
百
四

十
四
条
に
規
定
す
る
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
者
等
の
一

部
を
改
正
す
る
件

一
特10

八
七

一
七
一

児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定

施
設
支
援
に
要
す
る
費
用
の

額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
の

一
部
を
改
正
す
る
件

一
特10

八
七

一
七
二

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用

及
び
光
熱
水
費
に
係
る
利
用

料
等
に
関
す
る
指
針
の
一
部

を
改
正
す
る
件

一
特10

八
七

一
七
三

障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
令

第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大

臣
が
定
め
る
食
費
等
の
負
担

限
度
額
の
算
定
方
法
の
一
部

を
改
正
す
る
件

一
特10

八
七

一
七
四

障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
令

第
四
十
二
条
の
四
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
家
計
に
お
け

る
一
人
当
た
り
の
平
均
的
な

支
出
額
と
し
て
厚
生
労
働
大

臣
が
定
め
る
額
の
一
部
を
改

正
す
る
件

一
特10

八
七

一
七
五

児
童
福
祉
法
施
行
令
第
二
十

七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定

め
る
食
費
等
の
負
担
限
度
額

の
算
定
方
法
の
一
部
を
改
正

す
る
件

一
特10

八
七

˜œ
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